






















































































































































































































































































































































































































渡った学問僧は、大陸の最新の学術に直接触れ 豊かな 識を身につけて帰国した。そして彼らの学問は、仏教 みならず 経書に関する知識をも含むものであっ 奈良・平安初期の寺院にお




























































































































































































大師基の『因明入正理論疏』に対する注釈書である。前者が引用するのは、孔穎達『周易正義』序「第七論伝易之人」の冒頭部分である。また後者は、 『因明入正理論疏』内の「教思」の語を解釈するために善珠が 周易』臨卦・象伝とともに当該部分の『正義』をも加え引いている箇所である。これらは、日本において 周易正 明確にそ 書名とともに引用するごく早い例であろうＢ
。善珠をはじめ、古代日本の仏家が撰述した仏典注釈書は、し





















































































































































































































































































































































































































































































































































ここで『周易抄』があげる「幹、良」の訓詁 また 王弼『周易注』等の中国各種資料には確認できな も であ
るａ
。また「幹、






































文庫蔵『周易』古活字本 当該字には左側に「 ヘタリ」 、右側に「ヨク」の傍訓 附されてい
るｄ
。この二つの和訓は、早くは『周



























































































































































































































































































































































































































お音博士を任じた人物として、史料には大唐続守言・薩弘恪（ 『持統紀』五年九月条） 、唐人袁晋卿（ 『続日本紀』巻二十八神護景雲元年二月丁亥条等） 、近江国愛智郡人物部弥範（ 『 日本後紀』巻十九嘉祥二年十月乙酉条） 、秦忌寸永宗（ 『日 三代実録 四 三元慶七年正月七日条）等の名が留められている。
（７） 　日本において釈奠に関する最も早い記事は『続日本紀』巻二大宝






















































景印旧鈔本第二集『講周易疏論家義記』 、一九三五年） 、藤原高男「講周易疏論家義記における易学の性格」 （ 『漢魏文化』創刊号 一九六〇年六月） 、同「江南義疏家の二派に関する一考察」 （ 『日本中国学会報』十二、一九六〇年十月） 、馮錦栄「 「格義」与六朝《周易》義疏学─以日本奈良興福寺蔵《講周易疏論家義記残巻》為中心─」（ 『新亜学報』二一、二〇〇一）等参照。
（
14） 　 経典釈文 第十四・礼記音義之四。
（
15） 　『奈良六大寺大観 　興福寺一』補訂版第七巻解説（堀池春峰執筆、岩波書店、一九九九） 、河野貴美子 興福寺蔵『経典釈文』及び 講周易疏論家義記』について」 （ 『汲古』五 、二〇〇七年十二月）等参照。
（
16） 　兵庫上野氏所蔵唐鈔本巻第二十八（紙背「大乗戒作法」 （平安時代写） ） 、東京国立博物館所蔵同巻二十九、三十（紙背「四分戒本略」（平安時代写） ）及び天理図書館所蔵古写本『趙志集 巻（紙背「唯識章」 （長元三年（一〇三〇）興福寺僧経暹写） 。書跡名品叢刊 唐鈔本 　王勃集』 （二玄社、一九七〇年） 、大阪市立美術館篇『唐鈔本』（同朋舎出版、一九八一年 、文化庁監修『国宝・重要文化財大全』七書跡 　上巻（毎日新聞社、一九九八年） 、中田勇次郎『日本書道の系譜』 （木耳社、一九七〇年） 、 『天理図書館善本叢書漢籍之部第二巻 　文選 　趙志集 　白氏文集』解題（花房英樹・荒牧典俊執筆、八木書店、一九八〇年）等参照。
（
17） 　『和漢名法帖選集 　第五巻 　宇多天皇宸翰周易抄』 （附録野本白雲述「御物宇多天皇宸翰周易抄」 平凡社、一九三三年） 『墨美』一二二（一九六 年十一月） 、 『東山御 庫 　皇室の至宝３』 （ 『周易抄』解説・住吉朋彦、毎日新聞社、一九九九年）等の影印がある。また関連する先行研究に中田祝夫『改訂版 古点本の国語学的研究』 （勉誠社、 一九七九年） 築島裕 平安時代の漢文訓読 につきての研究』（東京大学出版会、一九六三年） 、同『平安時代語新論』 （東京大学出版会、一九六九年） 、小林芳規『平安鎌倉時代に於ける漢籍訓読の国語史的研究』 （東京大学出版会、一九六七年） 、同「寛平法皇の


















































作「削」 ） 大過卦九二 　枯楊生荑」 （大過卦・九二）の「荑」字（通行本作「
稊
」 ） 、 「日中則昃、月盈則蝕」 （豊・彖伝）の「蝕」字（通
















28） 　『周易抄』には、訓詁や訓点のいずれをも附すことなくただ経文や注文をのみ抄出す 部分もある（①ａ、②ａ） 。宇多天皇がこれらの部分を特に留意し抜き出したのはいかなる理由によるかは不明である。ただ、その中には「弁上下定民志」 （履卦・象伝）や「斉明之徳」 （無妄卦・彖伝・王弼注）等のように、天皇という重要な地位に就く人間であればこそ特に関心を寄せて抜き出したかと想像される語句もある。
（
29） 　なお「尚、貴」の訓は例えば『孟子』尽心上・趙岐注にみえ、また、 『周易正義』には「尚」字の解として 貴尚」 語もしばしばみえる。
（
30） 　清・兪樾『群経平議』周易一にも「樾謹按、貞之言当也」とある（ 『続修四庫全書』影印清光緒二十五年刻春在堂全書本参照） 。
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ビア大学）における口頭発表「経書の継承 展開──日本における『周易』受容」をもとに訂正補筆したものである。なお中文版 『中国典籍与文化』 （二〇一〇年第一期）に「 《周易》在古代 的継承与展開」として掲載された。
